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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 
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ジ

を
開

設
し

ま
し

た
！

 
未

来
の

バ
ッ

ク
ナ

ン
バ

ー
も

見
れ

ま
す

。
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ユ

ニ
オ

ン
長

崎
で

検
索

！
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

長
崎
ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル
の
難
所

の
日
見
峠
を
越
え
、
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
れ
ば
長
崎
の
町
が
見
え
て
く

る
。
長
い
下
り
道
の
山
手
に
見
え

る
の
が
聖
母
の
騎
士
修
道
院
だ
。 

 

こ
こ
の
修
道
士
だ
っ
た
小
崎
登

明
さ
ん
が
こ
の
四
月
に
九
三
歳
で

亡
く
な
ら
れ
た
。
今
年
の
長
崎
原

爆
祈
念
日
の
集
会
で
市
長
が
読
み

上
げ
る
宣
言
文
に
「
二
度
と
戦
争

を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
小

崎
さ
ん
の
言
葉
が
入
れ
ら
れ
た
と

聞
く
。
合
掌
。 

こ
の
聖
母
の
騎
士
修
道
院
を
作

っ
た
の
は
コ
ル
ベ
神
父
だ
。

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年

に
来
日
し
、
六
年
間
、
長

崎
で
布
教
に
努
め
、
故
国

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
帰
っ
て

い
る
。
し
か
し
当
時
の
欧

州
は
ナ
チ
ス
台
頭
の
時
期

で
、
ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅
の
弾

圧
で
、
彼
も
ア
ウ
シ
ュ
ビ

ッ
ツ
収
容
所
へ
拘
束
さ
れ
る
。 

 

そ
の
と
き
収
容
所
か
ら
一
人
の

脱
走
者
が
出
る
。
ナ
チ
ス
の
所
長

は
連
帯
責
任
と
し
て
「
同
部
屋
の

囚
人
の
う
ち
の
二
〇
名
の
餓
死

刑
」
を
宣
告
す
る
。
そ
の
と
き
コ

ル
ベ
神
父
は
、
一
人
の
男
性
の
代

わ
り
に
、「
自
分
を
餓
死
刑
に
し
て

く
れ
」
と
名
乗
り
出
る
。
所
長
は

こ
れ
を
認
め
、
コ
ル
ベ
神
父
は
一

九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
八
月
十

四
日
に
殺
さ
れ
る
。
今
か
ら
八
十

年
前
の
悲
し
い
出
来
事
で
あ
る
。

合
掌
。 

 

こ
の
と
き
、
コ
ル
ベ
神
父
を
身

代
わ
り
と
し
た
男
性
（
ガ
ヨ
ヴ
ィ

ニ
チ
ェ
ク
）
は
、
一
九
九
五
（
平

成
七
）
年
ま
で
生
存
し
、
九
三
歳

で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
小
崎
さ
ん

は
こ
の
男
性
と
三
度
も
面
会
を
し
、

彼
の
そ
の
後
の
生

涯
を
、
彼
の
著
書

（
「
長
崎
オ
ラ
シ

ョ
の
旅
」）
に
書
い

て
い
る
。（
オ
ラ
シ

ョ
と
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
で
祈
り
の
意

味
だ
）。 

 

彼
、
ガ
ヨ
ヴ
ィ
ニ
チ
ェ
ク
は
、

こ
の
身
代
わ
り
の
と
き
、
コ
ル
ベ

神
父
に
「
あ
り
が
と
う
」
の
お
礼

の
言
葉
が
言
え
な
か
っ
た
こ
と
を

心
残
り
だ
と
言
っ
て
い
る
。
彼
は

世
界
各
地
で
「
戦
争
は
二
度
と
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
強
制
収
容
所

は
二
度
と
作
っ
て
は
な
ら
な
い
。

世
界
に
平
和
を
叫
び
続
け
ま
し
ょ

う
」
と
、
訴
え
続
け
た
と
い
う
。

彼
の
腕
に
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ

の
番
号
の
い
れ
ず
み
が
は
い
っ
て

い
た
と
も
書
い
て
い
る
。 

 

こ
の
収
容
所
の
コ
ル
ベ
神
父

の
死
の
経
過
は
、
遠
藤
周
作
が

書
い
た
「
女
の
一
生
・
二
部
」

に
詳
し
い
。
コ
ル
ベ
神
父
が
餓

死
刑
の
身
代
わ
り
に
名
乗
り
上

げ
た
と
き
の
言
葉
だ
が
、
「
私

を
・
・
・
あ
の
囚
人
の
、
身
代
わ

り
に
な
ら
せ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
」
と
、
丸
い
眼
鏡
の
囚
人
は
低

い
声
で
く
り
か
え
し
た
。・
・
・
名

前
と
番
号
は
？
と
聞
か
れ
、「
マ
キ

シ
ミ
リ
ア
ン
・
コ
ル
ベ
。
番
号
は

一
六
六
七
〇
で
す
」
と
答
え
る
。 

 

こ
の
と
き
の
収
容
所
の
係
員
は
、

驚
き
の
あ
ま
り
「
私
は
・
・
地
獄

に
落
ち
る
だ
ろ
う
ね
・
・
」
と
自

問
す
る
。 

 

こ
の
収
容
所
で
の
囚
人
た
ち
は
、

「
こ
こ
じ
ゃ
、
愛
な
ど
で
は
生
き

て
い
け
な
い
の
だ
。
愛
よ
り
も
な

に
よ
り
も
、
生
き
残
る
こ
と
が
重

大
な
の
だ
」
と
し
た
が
、
コ
ル
ベ

神
父
は
、「
愛
が
な
い
世
界
な
ら
ば
、

愛
を
つ
く
ら
ね
ば
・
・
」
と
語
る
。

彼
が
身
代
わ
り
の
刑
で
殺
さ
れ
る

こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
こ
そ
、

愛
の
行
為
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

 

私
た
ち
長
崎
市
民
は
、
長
崎
の

聖
母
の
騎
士
修
道
院
を
作
っ
た
コ

ル
ベ
神
父
の
身
代
わ
り
受
刑
死
の

こ
と
を
、
南
山
手
に
あ
る
コ
ル
ベ

神
父
記
念
館
な
ど
も
あ
り
、
歴
史

的
な
出
来
事
と
し
て
知
っ
て
い
る

が
、
彼
の
愛
の
行
為
に
は
理
解
が

お
よ
ば
な
い
。 

し
か
し
、
同
じ
戦
争
の
結
果
と

し
て
の
ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
大

虐
殺
と
、

原
爆
に

よ
る
大

量
死
を

と
も
に

体
験
し

た
人
で

あ
り
、

こ
の
不

条
理
な
死
を
く
り
か
え
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
。 

 

小
崎
登
明
さ
ん
（
当
時
十
七
歳
）

は
被
爆
当
日
、
八
月
九
日
の
こ
と

を
次
の
よ
う
に
語
る
。「
登
明
は
母

親
と
の
二
人
家
族
だ
っ
た
が
、
被

爆
当
日
の
朝
、
彼
は
『
行
っ
て
き

ま
す
』
と
母
に
声
を
か
け
た
。
食

器
洗
い
を
し
て
い
た
母
は
笑
っ
て

く
れ
た
。
そ
れ
が
最
後
だ
っ
た
。

母
は
家
も
ろ
と
も
即
死
し
た
が
、

彼
は
ト
ン
ネ
ル
工
事
中
の
た
め
に

助
か
っ
た
」
と
い
う
。 

 

小
崎
さ
ん
は
戦
争
と
原
爆
の
語

り
部
と
し
て
、「
長
崎
は
戦
争
の
被

害
を
受
け
、
原
爆
を
受
け
た
町
で

す
。
私
も
戦
争
の
体
験
者
、
被
爆

者
で
す
。
長
崎
は
一
発
の
核
爆
弾

に
よ
っ
て
、
七
万
数
千
人
の
市
民

が
一
瞬
の
う
ち
に
亡
く
な
り
、
多

く
の
人
が
傷
つ
き
ま
し
た
。“
も
う

二
度
と
戦
争
を
起
こ
し
て
は
な
ら

な
い
” 

長
崎
は
平
和
を
叫
び
続

け
る
町
で
す
」
と
語
り
続
け
た
。

（「
オ
ラ
シ
ョ
の
旅
（
小
崎
登
明
）

か
ら
」。（ 

 

今
日
、
六
日
は
広
島
原
爆
忌
。

三
日
後
は
長
崎
原
爆
投
下
日
だ
。

七
六
回
目
の
祈
念
日
だ
が
、
被
爆

者
や
被
爆
二
世
も
亡
く
な
る
時
間

が
経
過
し
た
。 

 

し
か
し
、
世
界
に
は
十
カ
国
、

二
万
発
の
原
爆
が
あ
る
。
被
爆
都

市
長
崎
の
役
割
は
、
被
爆
体
験
を

世
界
に
発
信
し
続
け
る
責
務
が
あ

り
、
市
民
も
平
和
の
た
め
に
た
た

か
う
義
務
も
あ
る
。
長
崎
市
民
は

そ
の
主
人
公
と
し
て
、
自
覚
と
行

動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

コ
ル
ベ
神
父
や
小
崎
登
明
修
道

士
の
よ
う
に
、
愛
の
心
を
持
ち
続

け
た
い
。
愛
の
な
い
人
類
を
殺
す

核
の
世
界
が
い
ま
で
あ
る
な
ら
ば
、

核
兵
器
廃
絶
で
愛
の
あ
る
世
界
へ

つ
く
り
か
え
よ
う
。 

原
爆
祈
念
日
と
コ
ル
ベ
神
父
の

命
日
で
あ
る
八
月
十
四
日
は
、
そ

の
一
里
塚
で
あ
る
。
想
い
も
新
た

に
、
祈
念
日
を
迎
え
よ
う
。 
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